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▶現在の生育状況（６月３０日現在） 

品種 項目 指標 R5 R6 R7 本年 平年 平年差 指標差
草丈（cm） 45.0 42.63 46.44 50.4 42.3 44.6 -2.4 -2.7

茎数（本/㎡） 600 526 523 498 533 557 -24 -67
葉令（枚） 9.3 8.0 8.0 8.1 7.5 8.1 -0.7 -1.8
草丈（cm） 48.0 52.1 55.6 58.0 50.6 48.8 1.8 2.6

茎数（本/㎡） 500 544 483 482 602 556 46 102
葉令（枚） 9.3 8.6 8.3 8.3 7.9 8.1 -0.2 -1.4
草丈（cm） 41.0 40.8 47.0 49.5 39.2 44.3 -5.1 -1.8

茎数（本/㎡） 590 649 496 568 469 595 -126 -121
葉令（枚） 9.3 8.3 9.3 8.9 8.3 8.2 0.1 -1.0

はえぬき

つや姫

雪若丸
 

・はえぬき  草丈は平年並み。茎数は平年・指標より少ない。葉令は平年並み。 

・つ や 姫  草丈は平年並み。茎数は平年・指標より多い。葉令は平年並。 

・雪 若 丸  草丈は平年並み。茎数は平年・指標よりかなり少ない。葉令は平年並。 

圃場間で生育のバラツキが大きい状況です 
▶有効茎数が確保された場合   直ちに中干し・作溝を行いましょう︕︕ 
【中干し】 
・無効分げつの抑制、根の健全化、受光態勢の良化が図られる。 
・田植え１か月後が中干しの開始目安で７月１０日頃が終了の目安です。 
【作溝】 
・圃場停滞水を速やかに排水し、「中干し」の効果を高める。 
・効率よく圃場に水を行き渡らせることができるようになるため、登熟期の水管理が容易に。 
・５〜６本／３０ａ程度作溝を切りましょう。 
 
▶茎数が不足している場合 
・茎数が不足している場合、引き続き水深２〜３ｃｍの浅水管理で茎数確保に努めましょう。 
・穂肥前には中干しを終了できるよう、遅くても７月に入ったら中干しに入りましょう。 
 

▶中干し後の水管理  中干し終了後は間断灌水(飽水管理)の徹底 
・中干し後は、足跡に水がたまる程度まで走り水を行い、徐々に間断灌水に移行します。 
※飽水管理とは・・・水尻を止めた状態で入水と自然減水を繰り返し行う水管理です。 

おいしい 

米づくり情報 



▶除草（残草対策） 
薬剤名 対象雑草 使用時期 使用量（10a） 

クリンチャーバスＭＥ
液剤 

ノビエ・広葉雑草 

移植後 15 日~ 
収穫 50 日前まで 

1 ㍑ 
（希釈水量 70〜100 ㍑） 

ロイヤント乳剤 
移植後 20 日~ 

収穫 45 日前まで 
200ｍｌ 

（希釈水量 100 ㍑） 
・散布後３日間は入水しないで下さい。  ・散布後２日以内に降雨があると効果が劣ります。 
・落水又はごく浅く湛水して散布する。（ロイヤント乳剤） 
・高温時散布、重複散布で稲の葉が黄化する場合がありますので注意して下さい。 
 

▶穂肥 
ＮＫ化成２２号（20-0-20）を施用する場合 

品種 はえぬき 
ひとめぼれ 
ササニシキ 

コシヒカリ 

葉色 40.0 以下 37.5 以下 37.5 以下 

幼穂長 
1〜1.5 ミリ 2〜3 ミリ 2〜3 ミリ 

最長稈の幼穂長を肉眼で確認してから穂肥 

施肥時期 
7 月 10 日頃 

（出穂 25 日前） 
7 月 15 日頃 

（出穂 20 日前） 
7 月 25〜28 日頃 

（出穂 15〜18 日前） 

施肥量 10a 
現物 7.5〜10kg 

（N 成分 1.5〜2.0kg） 
現物 7〜8kg 

（N 成分 1.4〜1.6kg） 
現物 7〜10kg 

（N 成分 1.4〜2.0kg） 

※生育が過剰な場合、葉色が濃い場合は減肥する 
 

▶倒伏軽減剤 
使用薬剤 スマレクト粒剤 注意事項 
使用時期 出穂７〜２０日前 使用回数 １回 ・散布時は湛水状態で使用する。 

・散布後 7 日間は落水、かけ流しはしない。 使用量 10ａ当たり 2kg 
※コープショート１４は廃止品目のため、上記のスマレクト粒剤と【穂肥】ＮＫ化成２２号を使用する。 
 

▶良品質米・高温対策 
3 か月予報では 8 月の気温は高くなる見込みです。高温による米の品質低下を抑えるため【ケイ酸

質肥料】を活用しましょう。 

品名︓ＫＳＫ２８（ケイ酸 28％、加里 17％） 

散布目的 施用時期 施用量 
・タンパク抑制 ・登熟向上 
・増収（粒張り向上）・倒伏軽減 
・高温障害（胴割れ・乳白）対策 

中干し後の入水時１回 
流し込み後 3〜5 日程度止水 
（出穂期前まで施用する） 

1.4kg 入（1 本）/10a 
4.2kg 入（１個）/30a 
14kg 入（1 缶）/1ha 


